
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
電
気
か
み

そ
り
が
該
当
品
の
場
合
は
、
使
用

を
中
止
し
次
の
連
絡
先
ま
で
。

連
絡
先

セ
イ
コ
ー
エ
ス
ヤ
ー
ド

（
株
）（
�
０
１
２
０
―

１
２
０
―

６

４
３
）

該
当
充
電
器

問
い
合
わ
せ
先
　
東
部
消
防
局
予

防
課
（
�
23
―

２
４
６
１
）

〜
新
今
在
家
橋
〜
中
郷
橋
〜
国
府

中
央
橋
〜
甑
山

こ
し
き
や
ま橋
〜
美
歎
〜
美
歎

神
社
〜
甑
山
橋
〜
因
幡
万
葉
歴
史

館
・
解
散
（
約
10
キ
ロ
）

費
用

２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
課
（
�
20

―

３
３
７
１
）

東
部
消
防
局
管
内
で
、
平
成
十

四
年
十
一
月
か
ら
「
セ
イ
コ
ー
シ

ェ
ー
バ
ー
用
充
電
器
」
が
原
因
と

思
わ
れ
る
ぼ
や
火
災
が
二
件
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
製
品
は
、
充
電
中

に
発
煙
・
発
火
を
お
こ
し
、
付
近

に
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
と
延

対
象

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

か
、
ま
た
は
介
護
し
て
い
た
家
族

対
象
と
な
る
研
修

県
が
実
施
・

指
定
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
２
級
課
程
、
ま
た
は
３
級
過

程助
成
額

一
人
当
た
り
年
額
３
万

円
ま
で（
教
材
費
な
ど
自
己
負
担
）

申
し
込
み
先

▽
各
中
学
校
区
の

在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー
▽
高
齢
社
会

課
（
�
20
―

３
１
７
３
）

※
修
了
書
と
領
収
書
の
写
し
が
必

要
で
す
。

四
月
は
使
用
済
乾
電
池
や
蛍
光

管
の
収
集
月
で
す
。
他
の
ご
み
と

区
別
し
、
透
明
な
ポ
リ
袋
な
ど
に

入
れ
て
、
四
月
一
日
（
火
）
〜
七

日
（
月
）
の
小
型
破
砕
ご
み
収
集

日
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
祝
日
の
ご
み
収
集

三
月
二
十
一
日
（
金
＝
春
分
の

日
）
は
、
す
べ
て
の
ご
み
を
収
集

し
ま
せ
ん
。
※
第
一
・
第
三
金

曜
日
地
区
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

収
集
は
、
三
月
十
九
日
（
水
）

に
振
替
え
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
（
�
20

―

３
２
１
７
）

と
き

４
月
13
日
（
日
）
午
前
９

時
10
分
〜
午
後
13
時
30
分

コ
ー
ス

市
役
所
・
集
合→

大

工
町
頭
〜
内
吉
方
〜
三
洋
交
差
点

製造
番号

充電器品番

9D

01

02

03

04

RC01

ES1910用

ES1815用

ES1810用

RC41ES1395用

とっとり市報（2003.3.15）

合併フォーラム合併フォーラム
それぞれの郡内の町村で取り組まれている
伝統芸能のほか、イベント、施設などの紹介
パネル展示や、住民による意見発表などを行
います。
「夢のある新しいまちづくり」に向けて、
合併協議を進めている町村の理解を深めてみ
ませんか。

■問い合わせ先　　
合併協議会事務局（�36－0470）

と　こ　ろと　　　き地　区

国府町
中央公民館

3月23日（日）
午後2寺～

岩 美 郡

河原町
中央公民館

3月29日（土）
午後2時～

八 頭 郡

鹿野町老人
福祉センター

3月30日（日）
午後2時～

気 高 郡

電
気
か
み
そ
り
の

充
電
器
か
ら
の
出
火

歩
こ
う
会
４
月
例
会

家
族
介
護
者

ヘ
ル
パ
ー
受
講
支
援

使
用
済
乾
電
池
の
収
集

４
月
の
第
１
週

鳥鳥鳥鳥取取取取市市市市ままままちちちちづづづづくくくくりりりりフフフフォォォォーーーーララララムムムム

■と　き　3月22日（土）

午後1時～5時

■ところ　県民ふれあい会館

■内　容　基調講演、座談会など

■問い合わせ先
フォーラム運営事務局
（都市計画課内・�20―3272）

～市民参画のまちづくりについて考える～


